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要旨
本アプリケーションノートでは、R32C/100 シリーズのタイマA動作 (イベントカウンタモード二相パルス

信号処理、4逓倍処理動作 )について説明します。

対象デバイス
R32C/116グループ

R32C/117グループ

R32C/118グループ

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十

分評価してください。
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1. 仕様
タイマA4のイベントカウンタモードを使用して、TA4IN、TA4OUT端子に入力された二相パルス信号を

4逓倍処理動作でカウントします。オーバフローまたはアンダフローが発生した時はポートに出力します。

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1に4逓倍処理動作の概略を示します。

図 1.1 4逓倍処理動作の概略

表 1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

タイマA(タイマA4) TA4IN、TA4OUT端子に入力された二相パルス信号

をカウント

TA4OUT端子

TA4IN端子

TA4OUT端子が“H”の期間にTA4IN端子
、が立ち上がる位相関係の場合 

TA4OUT、TA4IN端子のすべてのエッジを
。アップカウントします 

TA4OUT端子が“H”の期間にTA4IN端子
、が立ち下がる位相関係の場合 

TA4OUT、TA4IN端子のすべてのエッジを
。ダウンカウントします 

カウント値
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2. 動作確認条件
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。

3. 関連アプリケーションノート
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくだ

さい。

• R32C/100シリーズ メインクロック逓倍モード設定手順 (RJJ05B1259)

4. ハードウェア説明

4.1 使用端子一覧

表 4.1に使用端子と機能を示します。

表 2.1 動作確認条件

項目 内容

使用マイコン R5F64189DFD(R32C/118グループ )
動作周波数 •メインクロック：16MHz

• PLLクロック：100MHz
•ベースクロック：50MHz
• CPUクロック：50MHz
•周辺バスクロック：25MHz
•周辺機能クロック源：25MHz

動作電圧 5V
統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製

    High-Performance Embedded Workshop Version 4.07
Cコンパイラ ルネサス エレクトロニクス製

    R32C/100 Series C Compiler V.1.02 Release 01
コンパイルオプション
    -D__STACKSIZE__=0X300 -D__ISTACKSIZE__=0X300 
    -DVECTOR_ADR=0x0FFFFFBDC -c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)"
(統合開発環境のデフォルト設定を使用しています )

動作モード シングルチップモード

サンプルコードの
バージョン

Version 1.00

使用ボード Renesas Starter Kit for R32C/118 (製品型名：R0K564189S000BE)

表 4.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

P8_0/TA4OUT 入力 タイマA4の二相パルス入力

P8_1/TA4IN 入力 タイマA4の二相パルス入力

P4_0 出力 オーバフローの確認用出力

P4_1 出力 アンダフローの確認用出力
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5. ソフトウェア説明

5.1 動作概要

TA4IN、TA4OUT端子に入力された二相パルス信号をカウントします。カウント値がオーバフローまた

はアンダフローすると、タイマA4割り込みが発生します。

(1) 初期設定
表 5.1にタイマA4設定を、表 5.2にオーバフロー /アンダフロー確認用端子の初期設定を示しま

す。

(2) タイマA4カウント開始

カウント開始レジスタのタイマA4カウント開始ビットを“1”(カウント開始 )にします。

(3) オーバフロー発生時 /アンダフロー発生時

オーバフローまたはアンダフローするとタイマA4割り込み要求フラグが“1”(割り込み要求あ

り )になります。カウンタはリロードレジスタの内容をリロードせずカウントを継続します。

タイマA4割り込み処理では、オーバフロー /アンダフロー確認用端子の出力を設定します。表 
5.3にオーバフロー /アンダフロー発生時の確認用端子の出力設定を示します。

表 5.1 タイマA4設定

設定項目 設定内容

動作モード イベントカウンタモード

二相パルス処理動作 4逓倍処理動作

カウント動作タイプ フリーランタイプ

表 5.2 オーバフロー /アンダフロー確認用端子の初期設定

端子名 初期設定値

P4_0(オーバフロー確認用出力 ) 0

P4_1(アンダフロー確認用出力 ) 0

表 5.3 オーバフロー /アンダフロー発生時の確認用端子の出力設定

ポートP4_0設定値 ポートP4_1設定値

オーバフロー発生時 0 1
アンダフロー発生時 1 0
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図 5.1に動作タイミングを示します。

図 5.1 動作タイミング

FFFFh

0000h

“1”

“0”

“1”

“0”

、割り込み要求の受け付け 
またはプログラムで“0”にする

TA4OUT端子

プログラムで“1”にする

(1)初期設定

(2)カウント開始

カウント値

タイマA4カウント
開始ビット

ポートP4_0

(3)アンダフロー (3)オーバフロー

TA4IN端子

ポートP4_1

“1”

“0”

“1”

“0”

タイマA4割り込み
要求フラグ

割り込み処理で設定値を変更する
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5.2 フローチャート

5.2.1 メイン処理

図 5.2~図 5.3にメイン処理のフローチャートを示します。

図 5.2 メイン処理 (1)

main

マスカブル割り込み禁止

PLLクロック設定
SetPLLClock()

二相パルス入力端子の設定

タイマA4初期設定

タイマA4割り込み許可に設定

。メインクロック逓倍モードでの各クロック周波数を設定します 

P8_0Sレジスタ ← 00h
    PSEL2-PSEL0ビット = 000b
    NODビット = 0

PD8レジスタ
    PD8_0ビット ← 0
    PD8_1ビット ← 0

: 入出力ポートP8_0
: プッシュプル出力

: 入力ポートとして機能
: 入力ポートとして機能

TA4MRレジスタ ← D1h
    TMOD1-TMOD0ビット = 01b
    TCK0ビット = 1
    TCK1ビット = 1

UDFレジスタ ← 80h
    TA4Pビット = 1

: イベントカウンタモード
: フリーランタイプ
: 4逓倍処理動作

: タイマA4二相パルス信号処理機能許可

TRGSRレジスタ ← 00h
    TA4TGH-TA4TGLビット = 00b : TA4IN端子の入力を選択

TA4レジスタ ← 0000h

TA4ICレジスタ ← 03h
    ILVL2-ILVL0ビット = 011b
    IRビット = 0

: 割り込み要求レベルを“3”に設定
: 割り込み要求フラグをクリア

(1)

(2)

(3)

(4) IFS0レジスタ ← 01h
    IFS00ビット = 1 : タイマA入力をポートP7、P8に割り当てる

P8_1Sレジスタ ← 00h
    PSEL2-PSEL0ビット = 000b
    NODビット = 0

: 入出力ポートP8_1
: プッシュプル出力

A
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図 5.3 メイン処理 (2)

5.2.2 タイマA4割り込み処理

図 5.4にタイマA4割り込み処理のフローチャートを示します。

図 5.4 タイマA4割り込み処理

マスカブル割り込み許可(7)

タイマA4カウント開始(6) TABSRレジスタ ← 10h
    TA4Sビット = 1 : カウント開始

オーバフロー/アンダフロー
確認用端子の設定

(5) P4レジスタ ← 00h
    P4_0ビット = 0
    P4_1ビット = 0

P4_0Sレジスタ ← 00h
    PSEL2-PSEL0ビット = 000b
    NODビット = 0

: 入出力ポートP4_0
: プッシュプル出力

P4_1Sレジスタ ← 00h
    PSEL2-PSEL0ビット = 000b
    NODビット = 0

: 入出力ポートP4_1
: プッシュプル出力

PD4レジスタ
    PD4_0ビット ← 1
    PD4_1ビット ← 1

: 出力ポートとして機能
: 出力ポートとして機能

A

: オーバフロー確認用出力初期設定
: アンダフロー確認用出力初期設定

_timer_a4

(1) カウント値は
オーバフロー ?

オーバフロー発生時の
確認用端子の出力設定

(2) (3) オーバフロー発生時の
確認用端子の出力設定

return

Yes

No
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6. サンプルコード
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

7. 参考ドキュメント
R32C/116グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.10
R32C/117グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.10
R32C/118グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.10
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート /テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

Cコンパイラマニュアル

R32C/100シリーズ用 Cコンパイラパッケージ Cコンパイラユーザーズマニュアル Rev.2.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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